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ネットワーク型基幹研究プロジェクト 日本関連在外資料調査研究・活用 

「バチカン図書館所蔵マリオ・マレガ収集文書調査研究・保存・活用」基本計画 
 

平成２８年３月２８日 

人 間 文 化 研 究 機 構 

一部改定 平成２９年４月 １日 

一部改定 令和 ２年４月 １日 

一部改定 令和 ３年４月 １日 
 
１ ネットワーク型基幹研究プロジェクト 日本関連在外資料調査研究・活用 

「バチカン図書館所蔵マリオ・マレガ収集文書調査研究・保存・活用」の推進 
機関名 国文学研究資料館 
代表者 太田 尚宏・准教授 

 
【研究概要】 

本プロジェクトは、平成２３年にバチカン図書館で発見されたマリオ・マレガ神父収集豊

後切支丹文書１万数千点の、①同図書館での保存管理体制の構築を支援し、②本収集文書を

日本はじめ世界の人々が活用な環境をインターネット上に構築し、③日本にも類を見ない本

文書群の学術的価値と可能性を、日本資料調査法とともに情報発信し、日本研究と日本文化

理解を促進することを目的とする。 
これまでの準備的成果を踏まえて、文書全点のデジタル画像を作成し、目録情報とともに

インターネット上で公開することで活用環境を整備する(協定確認事項）。また、内外の研究者

や大分県関係者と連携して本文書群が有する多様な文化的価値を、大分に伝存する史料群(特
に臼杵藩関係文書)の調査・研究なども通じて発信する。さらに、厖大な日本資料の保存管理

の理論と技術をバチカン図書館に伝え、協働での実践成果を、バチカンとともに欧州の資料

保存機関関係者へ、日本資料を守る技法・文化として論じる。 
また、前近代のキリスト教に関わる本史料は世界史的な議論を可能とする。本プロジェク

トでは資料レベルで、キリスト教（異教・邪教）と地域の問題について追究し、欧州・東ア

ジアとの比較を通じて日本的な特色を解明する。今日的な世界秩序と異文化問題を考える上

でも有効となろう。 

 
２ 研究成果の公開・可視化 
（１）報告書・成果論集、シンポジウム、データベース等 
  ①報告書・成果論集 

１）資料活用のための基礎研究を進展させ、シンポジウム論集や文書目録を作成する。文

書目録情報は、画像情報とともにインターネット上ですべて公開する（画像を含む情報

のインターネットでの公開は協定で確認済み）。（平成３０・３１年度） 
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２）文書目録情報の活用に向けて重要文書の翻刻、英語翻訳を進め、文書情報を活用する

ための情報環境を整備する。また、翻訳のための基本的ツールを整備する。これらを通

じて基本的重要史料を翻訳した英文資料集を公開する。 
３）活動を通じた研究成果は、学会誌・機関誌などを通じて随時公開する。総合的成果論

集は平成３１年度に開催される大分シンポジウムの成果を踏まえて刊行する。（平成３２

年度） 

 
②シンポジウム・予稿集 

平成２８年度に資料活用の前提となる保存・補修に関するワーク・ショップをバチカ

ン図書館で開催する(これは教育プログラムとして位置づける)。 
１）本文書群を活用して、バチカン図書館員、欧州の大学教員などのメンバーとともに、

伊日研究学会（AISTUGIA）、日本資料専門家欧州会議(EAJRS)など、イタリアや欧州の

国際会議を通じて、文書群の欧州的な価値と日本の切支丹史料に関わる研究を発表する。

（平成２９年度） 
２）地域的な統制の問題を文書機能様式論レベルでの研究を踏まえながら、東アジアとキ

リスト教の受容・統制などについて、キリスト教研究者と連携し、東京において比較研

究会を開催する。（平成３０年度） 
３）マレガ文書を活用して国際・地域研究の観点から大分にてシンポジウムを開催し、バ

チカンと大分をつなぐ新たな研究視点を提案する。（平成３１年度） 
４）バチカン図書館・サレジオ大学などの調査関係者を中心にマレガ文書群に関する総合

的な研究会を開催し、とくに文書機能様式論的な観点から全体像を提示する。（平成３２

年度） 

 
③データベース 

文書全点のデジタル画像を作成し、目録情報とともに画像データベースを平成３１年

度に公開する（同年度開催される大分シンポでの公開を予定）。１万数千点に及ぶ画像デ

ータベースが、文書群に関する基礎的応用的研究とともに公開されることで、学術研究

利用が容易となる。日本研究者、キリスト教関係者、切支丹研究者、日欧交流史関係者、

大分県行政関係、大学関係、若手宗教関係研究者、外国研究者などの利用が考えられる。 

 
④その他 

なし。 

 
（２）教育プログラム等 
   在外日本資料の調査研究では、先方の所蔵機関・所蔵者が、資料を適切に保存管理出来

るかどうかは、もっとも重要な課題のひとつである。とくに対象資料では、公開が難しい

劣化資料が多数見られたが、バチカン図書館はそれらを適切に補修する技術を有していな
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かった。このため、教育プログラムを策定し、日本の補修関係者の参加を求め、ダメージ

情報の集約に努めると同時にバチカン図書館職員へ日本史料の保存・修復に関する技術移

転を実施してきた。 
それらの成果を踏まえ平成２８年度に資料活用の前提となる保存・補修に関する第１回

ワーク・ショップをバチカン図書館で開催する。このワーク・ショップは、平成２７年度

までの企画段階ですでに多くの欧州の修復関係者の注目を集めていることから、平成２９

年度に第２回ワーク・ショップを開催することも検討する。なお、このワーク・ショップ

では、日本資料の修復技術と管理理論を、バチカン図書館の関係者とともに欧州の保存関

係者へ伝えると同時に、欧州での資料管理の状態・課題を明らかにするためのプログラム

を開発する。 

 
（３）展示等 

研究成果の一部は、大分県立先哲史料館などの施設を通じて、関連展示に結びつけられ

る。 
 また、バチカン図書館で実物資料の閲覧を実現する。 

 
３ 研究プロセスの国内外に向けた情報発信 

本プロジェクトを紹介するＨＰを作成し、インターネット上で公開する。また、研究会・

シンポジウムなどの開催を紹介すると同時に報告内容をＨＰ上で随時公開する。また、１万

数千点に及ぶ画像データベースを、文書群に関する基礎的応用的研究と合わせて公開する（画

像データベース公開は平成３１年度を予定）。 

 
４ 若手研究者の人材育成の取組み 

本プロジェクトが対象とする資料群の性格から、日本の古文書読解能力に優れた近世史研

究者、英語・イタリア語に堪能で外国を専門領域とする研究者、日本の近代史専門とする研

究者、臼杵藩の事情や文書について詳しい研究者などが不可欠である。これら若手研究者に

は研究報告などの場を可能な限り用意し、成果の公表に繫がるよう協力するものとする。 

 
５ 全体計画（主要活動） 

年 度 取 組 内 容 

平成 28 年度 

①資料活用の前提となる保存・補修に関するワーク・ショップをバ

チカン図書館で開催し、技術と管理理論を欧州保存関係者へ伝える

と同時に、欧州での資料管理の状態・課題を明らかにする。 
②マレガ収集文書の状態調査 (文書袋２１袋のうち１９-２１等)、補

修措置(袋１０-１５)、撮影(袋１０-１５、４，５００点余)、目録記

述(袋５-１２、４,３８２点)、目録欧文化作業(袋２-７)などを実施し、
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バチカン図書館での保存公開を支援するとともに、インターネット

での広範な活用の準備に向けて画像作成を進める。 
③関連調査を行うなどして活用のための基礎研究（目録作成、補修・

管理研究、史料研究、資源化研究）の進展を図る。 

平成 29 年度 

①本文書群の価値を欧州社会に伝えるため、バチカン図書館・欧州

の大学教員などを連携して、伊日研究学会（AISTUGIA）、日本資料

専門家欧州会議(EAJRS)で報告の機会を得る。 
②前年に引き続き文書の補修措置(袋１６-２１等)、撮影(袋１６-２１

等、約４，５００件)、画像を利用した目録記述(袋１３-１８、約３，

０００点)、目録欧文化作業(袋７-１５) などを実施し、それらを通

じて活用基礎研究を進める。 

平成 30 年度 

①地域的な統制の問題を文書機能様式論レベルでの研究を踏まえな

がら、東アジアとキリスト教の受容・統制などについて、キリスト

教研究者と連携して比較研究会を開催する。 
②バチカンでの補充調査、関連調査を行うとともに、撮影(補充、３

００件余)、目録記述(袋１９-２１等、３，０００点余)、目録欧文化

作業(袋１６-２１) などを実施するとともに、関連調査を行うなどし

て活用基礎研究を進め、その成果に基づき文書目録（上巻）を作成

する。 
③画像データベースのシステム開発（第１次）を実施する。 

平成 31 年度 
①マレガ文書を活用して国際・地域研究の観点からシンポジウムを

開催する。また、前年に引き続き文書目録（下巻）を作成する。 
②画像データベ－スのシステム開発を進め、これを公開する。  

平成 32 年度 

①バチカン図書館・サレジオ大学などの調査関係者を中心にマレガ

文書の資料群研究会を開催し、文書機能様式論的な観点から全体像

を把握するとともに、バチカン図書館などでの資料管理のための最

終打ち合わせを行う。 
②前年度のシンポジウムを中心に研究成果を出版する。 
③データベ－スの調整に努める。 

平成 33 年度 
①データベ－スの調整に努め、これを完成させる。 
②本調査研究に関する報告書を取りまとめとともに、活動に対する

学術的社会的な評価を収集し、６年間を総括する。 

※展示活動については、主催共催機関の都合によりスケジュールの変更がある。 

 
６ 計画、報告及び進捗状況の確認 
（１）年次計画 
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  プロジェクトは、毎年度の研究及び事業の計画（以下「年次計画」という。）を、「日本関

連在外資料調査研究・活用」の４プロジェクトの代表者等で構成される推進会議の議を経て、

総合人間文化研究推進センター（以下「推進センター」という。）に提出する。 
  推進センターは、総合人間文化研究推進センター運営委員会の議を経て、年次計画を決定

する。 

 
（２）年次報告 
  プロジェクトは、毎年度の事業実績報告（以下「年次報告」という。）を、推進会議の議を

経て、推進センターに提出する。 

  
（３）進捗状況の確認 
  推進センターは、客観的立場からプロジェクトの進捗状況を確認するため、機構長に年次

報告を提出し、機構に設置するプロジェクト評価委員会による進捗状況の確認を受けるもの

とする。進捗確認の結果、推進センターが必要と認めるときは改善措置を講ずるよう、プロ

ジェクトに助言する。 
 

 
 


